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嚢の各部の名前

土師器　と　は

古墳時代(4世紀～7世紀)から平安時代

(794-1192年)の間に作られた赤味がかった素

焼きの土器のことを言います｡約800℃前後で

焼かれました｡弥生土器の伝統を受け継いでい

るため､弥生土器と土師器の境は明確ではあり

どうふ　ません｡古墳時代中頃の5世紀前半に朝鮮半島一胴部　から須恵器を焼く技術が伝えられ､それ以後はすえき

土師器と須恵器の両方が焼かれました｡須恵器

は主に古墳の副葬品や貯蔵用に使われ､土師器
にたうつわ

は煮炊きに適していたので､そのような器が作

られました｡普通の村の跡の住居跡からは須恵

器より土師器の方が多く見つかります｡上の写

真は仲島遺跡から出土したもので､ 6世紀後半

から7世紀にかけて作られたものです｡



たかつき

①　高杯

②の椀と同じような食器
つき

に杯というものがあります

が､その杯に写真のように

脚を付けたものを高杯と言

います｡神にささげるおそ

なえ物を入れたものと考え

られています｡

②議
直径12cm､高さ4.5cmの大きさです｡食器として使ったもの

でしょう｡内側と外側をみがいて作っています｡特に内面はそ

のあとが模

様のように

なっていま

す｡
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写真ではわかりませんが､こ

の土器には底がありません｡底

には植物などで編んだものを敷.

いて､水を入れた嚢にのせて火

にかけました｡米を入れておけ

ば今のセイロと同じ原理で米が
む

蒸されました｡

と　っ　てつきかめ　　なべ

④　把手付聾(鍋)

火にかけやすいよ
t}ベ

うに､現代の鍋と同
とって

じように把手を付け

た葉です｡何を煮た

のでしょうか｡

t卓t.i

食料を煮たり､お湯をわかした

りする時に使われることの多いも
もよう

のです｡そのため､外面に模様は
すす

あまり付けません｡煮こぼれや煤

の付いたものも見られます｡西日

本の土師器の嚢は丸底です｡

⑤諒
食料などを貯蔵してお

く時などに使ったもので

しょう｡底が丸くなって

いて不安定ですが､合う

ような台の上にのせるか

地面をちょっと掘りくぼ

めて安定させていまし

た｡このような形の鉢は

珍しいものです｡


